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C 5　　　飼料Na／ Ｋ比が高血圧自然発症ラットの血圧に及ぼす影響

　　　　　聖霊女短大　○出雲悦子　　実践女大家政　中川靖枝

　　　　　国立健康・栄養研　辻　啓介，市川富夫

　目的　食塩の摂取が高血圧の発症に深い関わりを有することは，既に種々な報告がある

一方，カリウムを多く摂取すると高血圧性脳血管系疾患の進展を予防することが示唆され

ている．しかし，ナトリウムとカリウムの摂取比率（Na／ Ｋ比）をどの程度にしたら高血

圧を予防することができるのかはまだ充分には解明されていない．すなわち，食塩摂取量

の比較的多い地方の人々でもカリウム摂取量を増加させて，適度なNa／K比に到達するこ

とによって，高血圧を予防できるか否かはまだmmな裏付けは知られていない．そこで，

実験的に高血圧自然発症ラット（S H R ) を用いて飼料中のNa／K比の違いが血圧および

ミネラル代謝におよぽす影響を検討したので報告する．

　方法　実験動物には1∠1週齢雄性S H Rを用いた. シ3糖を糖質源とした半合成飼料に

食塩無添加群と，食塩の添加量を変化させてNa／ Ｋ比を調整した群を設けた．無添加群の

Na／K比は0.25で，以下0.5, 1.0, 1.5, 2.0とし計５群とし, 1群６頭で1 9日間飼育し

た．飼料は蒸留水と共に自由摂取とし，血圧は５日おきにラット尾動脈圧測定装置　PS- 10

0にて非観血的に測定した. I 5日目の血圧測定後ラットを代謝ゲージに入れ，実験終了

前２日間の尿，糞を採取した．血漿,尿，糞のミネラルは原子吸光法で測定した．

　結果　実験開始時の血圧は平均190m ｍ Ｈ ｇ であった．飼料のNa／ Ｋ比の最も低い食塩無

添加群は, 5日目から178m ｍ Ｈ ｇ と低下し実験期間中その上昇は抑制された．飼料中の

Na／K比の最も高い2.0群は，血圧が上昇する傾向にあり，その他の群は中間に位置した．

尿中のNa／K比は，飼料中のNa／ Ｋ比を反映して比の小さい群が最も低かった．

C 6　　　ω3系列高度不飽和脂肪酸のH P L C 分析法に関する検討

　　　　　　－9 －アンスリルジアソメタン(ADAM）を用いた蛍光ラベル化法の検討一

　　　　　　　　　　　　　　　神戸大教育　○村上亜由美　大江雅美　丸谷宣子

＜目的＞循環器系成人病の予防に関連して, a) 3系列高度不飽和脂肪酸が注目されつつあ

る。従来、脂肪酸分析にはG Cによる機器分析が一般的であったが、天然物中に含有され

る上記脂肪酸類の報告例間には、個体差をオーバーしたバラツキが見られ、これらの研究

をさらに進める上で支障を来している。本研究では、上記脂肪酸類をHPLCを用いた蛍光分

析により定量する方法を検討した、また、本法を用いて数種の試料について定量実験を行

った、

＜方法＞Fo 1 ch法により試料から脂質を抽出し、ヶン化・加水分解して得られた総脂肪酸

をADAHで蛍光ラベル化し、HPLCによって分離一定量した。分析条件は. ①カラム：ZORBAX

C8 , 250×4 ．6加　②移動相：メタノールー水(90：10）③流速：1 .3㎡／m i n　④カラム温度

：5 0*C　⑤試料注入量: 5μ　とした、

＜結果＞①ＨＰＬＣによりEPA, D H AのADAH誘導体を分離同定することができ、再現性も

良好であった。②内部標準法を用いて, EPA, D H Aの定量が可能であることを確認し

た。　(H) キャピラリーカラムを用いたa c法によってEPA, D H Aの定量を行い、HPLC

による定量結果と比較検討した。　④ADAHを用いたHPLC法により数種の魚類脂質中のE P

Ａ、D H Aの定量を行い、G C 法の結果と比較検討した。　R 測定値に及ぼす抗酸化剤の

影響も検討した、　⑤a －リノレン酸についても,内部標準法を用いて、定量法を検討し

た。


